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産
み
、
肉
も
お
い
し
い
し
ゃ
も
の
育
成
　
1
4
1

東
京
し
ゃ
も
に
注
目
し
た
鳥
料
理
屋
　
1
4
2

（
コ
ラ
ム
）
畜
舎
を
建
て
る
に
は

警
察
署
長
の
許
可
が
必
要
だ
っ
た
…
…
…
…
…
…
1
4
3

（
コ
ラ
ム
）
高
価
な
肉
と
卵
の
烏
骨
鶏
…
…
…
…
…
…
…
…
…
1
4
4

五
　
肉
牛
・
羊
・
山
羊
・
う
さ
ぎ
・
蜜
蜂

1
　
肉
の
お
い
し
い
和
牛
を
育
て
る
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
1
4
5

鳥
取
か
ら
七
日
が
か
り
で
子
牛
を
運
ぶ
　
1
4
5

子
牛
が
育
つ
島
　
1
4
6

2
　
毛
糸
に
肉
に
薬
に
広
く
役
立
つ
羊
…
…
…
…
…
…
…
…
・
1
4
7

わ
が
家
で
飼
っ
て
、
わ
が
家
の
セ
ー
タ
ー
　
4
7

東
京
都
内
に
約
三
〇
の
緬
羊
組
合
　
1
4
7

地
域
お
こ
し
に
も
一
役
か
う
　
H

3
　
食
糧
不
足
時
代
の
健
康
の
守
り
手
・
山
羊
…
…
…
…
…
1
4
9

大
都
市
か
ら
飼
育
が
広
が
っ
た
　
1
4
9

増
産
と
品
種
改
良
に
努
め
た
山
羊
農
協
　
1
4
9

4
　
か
わ
い
い
う
さ
ぎ
も
寅
重
な
家
畜
…
…
…
…
…
…
…
…
・
1
5
1

家
畜
の
世
話
と
学
習
は
う
さ
ぎ
か
ら
　
ほ

毛
皮
か
ら
実
験
用
ま
で
　
1
5
1

5
　
東
京
で
も
蜜
蜂
が
飼
わ
れ
て
い
る
…
…
…
…
…
…
…
…
・
1
5
2

（
コ
ラ
ム
）
う
さ
ぎ
に
か
け
ら
れ
た
税
金
…
…
…
…
…
…
…
…
1
5
4

六
　
畜
産
の
技
術
革
新
へ
の
取
組
み

1
　
経
済
的
な
鶏
を
つ
く
る

生
存
率
が
高
く
多
産
の
外
国
鶏

能
力
の
高
い
国
産
難
を
つ
く
る

外
国
鶏
に
追
い
つ
い
た
東
京
の
鶏

自
然
交
配
か
ら
人
工
授
精
へ
　
1
5
8

農
家
の
お
母
さ
ん
の
授
精
師
も
活
躍
　
1
5
9

種
オ
ス
牛
の
確
保
に
努
力
し
た
東
京
都
　
1
6
0

精
液
の
冷
凍
保
存
　
1
6
0

（
コ
ラ
ム
）
家
畜
の
交
配
と
授
精
、
あ
れ
こ
れ
…
…
…
…
…
…
1
6
1

（
コ
ラ
ム
）
牛
の
精
液
を
背
負
っ
て
鳩
よ
飛
べ
…
…
…
…
…
…
1
6
2

3
　
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
技
術
の
可
能
性
…
…
…
…
…
…
1
6
3

受
精
卵
の
移
植
　
1
6
3

体
外
受
精
　
1
6
4

受
精
卵
の
分
割
・
ク
ロ
ー
ニ
ン
グ
　
1
6
4

4
　
家
畜
の
糞
尿
を
土
を
肥
や
す
宝
に
…
…
…
…
…
…
…
…
・
1
6
5

糞
尿
処
理
が
経
営
を
圧
迫
　
1
6
5

2
　
能
力
の
高
い
家
畜
を
増
や
す
人
工
授
精
と

土
作
り
に
堆
肥
が
見
直
さ
れ
て
き
た

東
京
都
の
有
機
農
業
堆
肥
セ
ン
タ
ー

精
液
冷
凍
保
存

第
Ⅳ
華
　
人
と
動
物
と
環
境
の
調
和

馬
は
家
族
の
一
員
だ
っ
た

台
所
の
一
角
に
あ
っ
た
馬
屋
　
1
6
8

馬
に
も
戸
籍
や
地
誌
が
あ
っ
た
　
1
6
9

嫁
よ
り
大
事
に
さ
れ
た
馬
　
1
7
0
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（
コ
ラ
ム
）
馬
や
牛
の
い
る
暮
ら
し
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
m

2
　
物
と
人
の
運
搬
の
主
役
・
馬
…
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
1
7
2

庶
民
の
交
通
機
関
　
1
7
2

一
分
間
に
一
台
以
上
が
発
車
し
た
馬
車
鉄
道
　
1
7
3

野
生
鳥
獣
の
保
護
の
歩
み
　
1
8
4

人
工
繁
殖
と
放
鳥
に
努
め
る
東
京
都
　
1
8
4

野
生
鳥
獣
の
保
護
と
被
害
の
防
止
　
1
8
5

8
　
大
都
市
で
馬
と
親
し
む

3
　
牛
と
馬
が
支
え
た
農
耕

〝
勤
勉
な
労
働
者
〃
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
　
7
4

全
国
大
会
で
優
勝
し
た
東
京
の
牛
と
馬
　
1
7
5

4
　
庶
民
信
仰
と
動
物
た
ち

6

ヽ
・
・
　
7
1

馬
に
感
謝
し
、
供
養
す
る
　
1
7
6

馬
の
縁
で
男
女
が
結
ば
れ
る
　
1
7
6

牛
と
豚
と
鶏
の
供
養
塔
　
1
7
7

へ
ビ
ジ
ュ
ア
ル
）
家
畜
へ
の
感
謝
、
供
養
な
ど

患
い
や
り
の
碑
や
レ
リ
ー
フ
…
…
…
…
…
…
1
7
8

5
　
案
山
子
と
鹿
威
し
が
あ
る
風
景
…
・
…
…
…
…
…
…
…
…
1
8
0

目
黒
の
案
山
子
　
1
8
0

動
物
と
共
生
し
て
き
た
先
人
た
ち
　
1
8
1

6
　
野
ね
ず
み
を
駆
除
し
た
、
い
た
ち
…
…
…
…
…
…
…
…
・
1
8
2

稲
を
野
ね
ず
み
か
ら
守
っ
た
高
床
　
1
8
2

生
態
系
の
バ
ラ
ン
ス
に
配
慮
し
っ
っ
天
敵
を
導
入
　
1
8
3

7
　
自
然
の
回
復
を
願
う
放
鳥
の
取
組
み
…
…
…
…
…
…
…
1
8
4

現
代
の
東
京
で
活
躍
す
る
馬
た
ち
　
1
8
6

江
戸
の
リ
サ
イ
ク
ル
を
受
け
つ
ぐ
人
び
と
　
1
8
7

9
　
ち
び
っ
子
農
業
教
室
に
な
っ
た
牧
場
…
…
…
…
…
…
…
1
8
8

牛
に
大
は
し
ゃ
ぎ
す
る
子
ど
も
た
ち
　
1
8
8

家
畜
と
ふ
れ
あ
っ
た
子
ど
も
た
ち
の
作
文
か
ら
　
皿

1
0
　
家
畜
が
支
え
る
有
機
農
業

果
樹
園
の
下
は
鶏
天
国
　
1
9
0

広
が
る
合
鴨
農
法
　
1
9
1

1
1
　
安
全
で
お
い
し
い
卵
や
乳
製
品
を
食
卓
へ
…
…
…
…
…
1
9
2

人
気
を
集
め
る
直
売
や
手
作
り
乳
製
品
　
1
9
2

へ
コ
ラ
ム
）
医
学
の
発
展
に
貢
献
す
る
家
畜
…
…
…
…
…
…
…
1
9
3

〔
座
談
会
〕
江
戸
・
東
京
の
家
畜
と
市
民
の
生
活
…
…
…
…
：
1
9
4

『
江
戸
・
東
京
暮
ら
し
を
支
え
た
動
物
た
ち
』
年
表
…
…
…
2
0
0

参
考
文
献

編
集
委
員
・
執
筆
者
、
写
真
・
資
料
提
供
お
よ
び
協
力
者
…
…
‥
2
0
7


